







The Effect of Feedback and Reciprocal Appraisal on Career Education
Ayumi SUGIMOTO
Abstract
　This paper pursues clarification of the concept "active learning."　This paper describes what the key concept of 
active learning is, and reports Feedback and Reciprocal Appraisal on Career Education of Chiba Keizai College．As 







































































































































































































































































































































































































































１. 明るく柔和な表情 4 3 2 1 0
２. 清潔な身だしなみ 4 3 2 1 0
３. 前で手を正しく組む 4 3 2 1 0
４. 適切なお辞儀 4 3 2 1 0
５. 適切な言葉遣い 4 3 2 1 0
６. 相手を見て話す 4 3 2 1 0
７. 適切な声の大きさ 4 3 2 1 0
８. 適切なスピードで話す 4 3 2 1 0
９. 明るくハキハキした印象 4 3 2 1 0
















１. 明るく柔和な表情 4 3 2 1 0
２. 清潔な身だしなみ 4 3 2 1 0
３. 前で手を正しく組む 4 3 2 1 0
４. 適切なお辞儀 4 3 2 1 0
５. 適切な言葉遣い 4 3 2 1 0
６. 相手を見て話す 4 3 2 1 0
７. 適切な声の大きさ 4 3 2 1 0
８. 適切なスピードで話す 4 3 2 1 0
９. 明るくハキハキした印象 4 3 2 1 0





採点項目 初回授業 最終授業 伸び率
１． 明るく柔和な表情 1.0 3.0 +2.0
２． 清潔な身だしなみ 3.0 4.0 +1.0
３． 前で手を正しく組む 1.0 3.0 +2.0
４． 適切なお辞儀 1.0 2.0 +1.0
５． 適切な言葉遣い 1.0 2.0 +1.0
６． 相手を見て話す 1.0 2.0 +1.0
７． 適切な声の大きさ 3.0 4.0 +1.0
８． 適切なスピードで話す 1.0 2.0 +1.0
９． 明るくハキハキした印象 1.0 2.0 +1.0
10． 全体的な立ち居振る舞いが美しい 1.0 2.0 +1.0
総合得点（40点満点） 14.0 26.0 +12.0
表１：前期授業の事前自己評価・事後自己評価結果（学習達成度自己評価アンケート結果）
採点項目 初回授業 最終授業 伸び率
１． 明るく柔和な表情 1.0 3.0 +2.0
２． 清潔な身だしなみ 2.0 3.0 +1.0
３． 前で手を正しく組む 1.0 1.0 +3.0
４． 適切なお辞儀 1.0 3.0 +2.0
５． 適切な言葉遣い 1.0 2.0 +1.0
６． 相手を見て話す 1.0 2.0 +1.0
７． 適切な声の大きさ 2.0 3.0 +1.0
８． 適切なスピードで話す 0 1.0 +1.0
９． 明るくハキハキした印象 0 1.0 +1.0
10． 全体的な立ち居振る舞いが美しい 1.0 2.0 +1.0








１． 明るく柔和な表情 0.5 2.5 +2.0
２． 清潔な身だしなみ 2.0 3.0 +1.0
３． 前で手を正しく組む 0.5 3.5 +3.0
４． 適切なお辞儀 1.5 2.0 +0.5
５． 適切な言葉遣い 0.5 2.0 +1.5
６． 相手を見て話す 2.0 3.0 +1.0
７． 適切な声の大きさ 2.0 2.5 +0.5
８． 適切なスピードで話す 1.5 2.5 +1.0
９． 明るくハキハキした印象 1.5 2.5 +1.0
10． 全体的な立ち居振る舞いが美しい 0 2.0 +2.0


































１． 明るく柔和な表情 0.5 2.5 +2.0
２． 清潔な身だしなみ 2.0 3.0 +1.0
３． 前で手を正しく組む 0.5 4.0 +3.5
４． 適切なお辞儀 1.5 2.0 +0.5
５． 適切な言葉遣い 0.5 2.0 +1.5
６． 相手を見て話す 2.0 2.5 +0.5
７． 適切な声の大きさ 2.0 2.5 +0.5
８． 適切なスピードで話す 1.0 2.5 +1.5
９． 明るくハキハキした印象 1.0 2.5 +1.5
10． 全体的な立ち居振る舞いが美しい 0 2.5 +2.5
総合得点（40点満点） 11.0 26.0 +15.0
表４：後期授業の事前他者評価・事後他者評価結果（基本技能到達度テスト結果）
られる。
５.２学習達成度自己評価アンケート結果（自己評価）
の比較検証
　調査の結果、基本技能到達度テスト結果と同様に、前
期授業、後期授業と双方において学習達成度自己評価ア
ンケートによる自己評価のポイントは伸びた（表１、表
３）。伸び率を見てみると、前期授業ではプラス12ポイ
ント、後期授業ではプラス13.5ポイントと、こちらでも
基本技能到達度テスト結果と同様に、学生同士のフィー
ドバックや相互評価を行った後期授業における自己評価
ポイントの伸び率の方が高かった。項目別に見ても、前
期授業、後期授業ともに、すべての項目でポイントが伸
びていた。特に伸び率の高い項目について、後期授業で
の「前で手を正しく組む」のプラス３ポイントが挙げら
れる。
　ここで、基本技能到達度テスト結果（他者評価）と学
習達成度自己評価アンケート結果（自己評価）を比較し
てみたい。前期授業での学習達成度自己評価アンケート
結果（自己評価）の伸び率の総合は12ポイント、基本技
能到達度テスト結果（他者評価）の伸び率の総合は14ポ
イントであるので、教員の評価と学生の自己評価の差は
２ポイントであった。後期授業では、学習達成度自己評
価アンケート結果（自己評価）の伸び率の総合は13.5ポ
イント、基本技能到達度テスト結果（他者評価）の伸び
率の総合は15ポイントであるので、教員の評価と学生の
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キャリア教育科目における効果的なフィードバック教育および相互評価についての考察　杉本
自己評価の差は1.5ポイントであり、後期授業の方が自己
評価と他者評価の差が小さいという結果であった。これ
より後期授業の学生の自己評価の方がより教員の評価に
近いといえる。このことは、後期授業において学生同士
の相互評価を行うことによって学生が人を評価するとい
うことに慣れ、評価のポイントが自分なりに理解できる
ようになり、客観的に、冷静に自分を見つめることがで
きるようになったということにつながったといえる。
　ちなみに、受講生３名とも実際の文部科学省後援秘書
技能検定準１級の２次試験（面接試験）に合格している
ため、文部科学省後援秘書技能検定準１級の２次試験（面
接試験）の合格基準には達しているということを述べて
おく。このことからも、本稿におけるビジネスマナー教
育の効果を客観的に確認することができたといえる。
５.３レビュー結果
　ここで、学習達成度自己評価の自由記入欄、自己評価
チェックシートの良かった点・改善点・教師からのコ
メントをどのようにいかしたかを記入する欄、相互評価
チェックシートの良かった点・改善点・前回の改善点を
どのようにいかしたかを記入する欄に書かれていた内容
を考察したい。
　主な記入内容としては、「頭では理解しているつもり
でも実際には上手くお辞儀ができなかった」「人前に立
つと緊張して柔らかな笑顔が作れない」「どうしても早
口になってしまう」「授業を重ねるうちにきちんと立ち
居振る舞いができるようになってきていると自分自身で
は感じている」「この授業で学んだ内容を面接試験では
発揮したい」などが挙げられ、記入内容全体としては、
どの項目においても的を射た内容が記されており、自己
評価においては自分自身を正しく評価し、相互評価にお
いては他人を正しく評価している結果であった。特に、
教師からのコメントをどのようにいかしたかを記入する
欄と、前回の改善点をどのようにいかしたかを記入する
欄には、他人からのアドバイスを正しく受け止めて次に
活用している内容が具体的に書かれており、学生が自分
自身のキャリア形成における改善点を認識できているこ
とが実証された。
　また、上記の内容は教師にとっても有効であり、学生
のビジネスマナーの修得状況を個別に、さらに詳細に把
握できる貴重なものであるといえる。これらを十分に活
用することで、今後のキャリア教育における学生指導に
役立てられることを確認できた。
６．まとめと課題
６.１まとめ
　本稿では、まず、本学における教育の質の保証のため
の基本技能到達度テストについて概観し、本科目におけ
る基本技能到達度テストを提案するとともに、グループ
ワークによる相互評価を特徴とするビジネスマナー教育
プログラムを提案した。
　そして、学生による主観的な効果測定として、学習達
成度自己評価アンケートの調査結果について分析し、本
科目の教育効果を明らかにした。さらに、教員による客
観的な効果測定として、基本技能到達度テストの調査結
果について分析し、基本技能到達度テストにより学生が
自分のキャリア形成における改善点を認識することがで
きていること、教員にとってはキャリア教育における今
後の指導に役立てられることを確認した。
　最後に、学習達成度自己評価アンケートと基本技能到
達度テスト結果を比較分析し、両者の妥当性を確認する
とともに、グループワークによる相互評価を特徴とする
新たなビジネスマナー教育プログラムの効果を自己評価
と他者評価の両面から明らかにした。
６.２課題
　本稿は、ビジネスマナー教育における相互評価の効果
について明らかにしたものである。しかしながら、対象
とした学生の人数も３名と少なく、結果を一般化できる
までには至っていない。ゆえに、今後もこのような授業
研究を行い、結果を分析していく必要がある。また、本
科目をとおして学生が適切な自己評価力を身に付けるこ
とができた点についても、より一層の研究が必要であろ
う。
　今後は、キャリア教育の一環としてのビジネスマナー
教育とその効果測定を体系化し、本学のビジネスマナー
教育と教育の質の保証に貢献していきたいと考えてい
る。
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